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船舶事故調査報告書 

 

                            令和２年１月２２日      

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成３１年３月６日 １６時２７分ごろ 

発生場所 静岡県下田市恵比須
え び す

島南西岸の岩礁 

 須崎恵比須島指向灯から真方位２０７°１３０ｍ付近 

（概位 北緯３４°３９.０′ 東経１３８°５７.９′） 

事故の概要 油タンカー第三十一京
きょう

丸は、東北東進中、恵比須島南西岸の岩礁

に乗り揚げた。 

第三十一京丸は、球状船首部の亀裂等を生じた。 

事故調査の経過 平成３１年４月５日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

油タンカー 第三十一京丸、１７３トン  

１３２０４６、協和石油株式会社（Ａ社） 

４０.００ｍ×７.５０ｍ×３.４０ｍ、鋼 

ディーゼル機関、５１４kＷ、平成５年６月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ７２歳 

五級海技士（航海） 

免 許 年 月 日 昭和４３年３月２２日 

   免 状 交 付 年 月 日 平成３０年１２月１２日 

免状有効期間満了日 令和５年１２月１１日 

航海士Ａ 男性 ２３歳 

四級海技士（航海） 

免 許 年 月 日 平成２６年１２月１日 

免 状 交 付 年 月 日 平成２６年１２月１日 

免状有効期間満了日 令和元年１１月３０日 

 死傷者等 なし 

 損傷 球状船首部に亀裂を伴う凹損、船首部外板に凹損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西北西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約０.２ｍ、潮汐 高潮時 

 事故の経過  本船は、船長及び航海士Ａほか２人が乗り組み、空船の状態で平成

３１年３月６日１１時４０分ごろ京浜港に向け、静岡県静岡市清水港

を出港した。 
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本船は、航海士Ａが、１５時２０分ごろ静岡県南伊豆町三ツ石埼南

西方沖で昇橋し、前直の航海士から船橋当直を引き継いで単独の船橋

当直につき、操舵スタンドの前に立って操船に当たったのち、約９～

１０ノットの対地速力で、自動操舵により東南東進した。 

 本船は、１５時４５分ごろ石廊埼南方沖において、恵比須島に向け

て真方位０６２°の針路とした。 

航海士Ａは、１６時１０分ごろサク根
ね

（洗岩）を右舷正横約０.３

海里（Ｍ）に見て通過した頃、他船が見当たらず、転針予定場所まで

まだ約１Ｍあるので、海図台に行き、５分間もあれば‘下船予定者の

交通費等の精算作業’（以下「本件作業」という。）を転針予定までに

終えることができると思い、本件作業を始めた。 

航海士Ａは、１６時１６分ごろ恵比須島から南西方約１.７Ｍで下

田市爪木
つ め き

埼灯台南方沖に向ける転針予定場所となったものの、海図台

で本件作業を続け、同場所を通過して東北東進中、１６時２７分ご

ろ、衝撃を感じ、恵比須島南西岸の岩礁に乗り揚げたことを知った。 

本船は、船長が、衝撃に気付いて昇橋し、航海士Ａが倒れているこ

とに気付き、主機を停止したのち、後進にかけて自力で離礁し、乗組

員に船体の損傷状況を確認させたところ、フォアピークタンクの水位

が下がっていたので同タンクに破口が生じたことを知ったが、航行可

能と判断し、航行を継続した。 

本船は、事故後間もなく海上保安庁から問合わせを受け、浸水がな

く、自力航行が可能である旨を報告し、神奈川県三浦市三崎港に入港

した。 

（付図１ 航行経路図、付表１ 本船のＧＰＳプロッター記録（抜

粋）、写真１ 本船、写真２ 本船の損傷状況 参照） 

 その他の事項 本船の喫水は、船首約１.５ｍ、船尾約２.６ｍであった。 

航海士Ａは、本件作業が予定より時間が掛かり、途中で本件作業に

没頭していて転針することを失念したと本事故後に思った。 

船長は、本事故当時、自損事故であり、特に報告する義務はないと

思ったので、海上保安庁への通報を行っていなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、恵比須島西南西方沖において自動操舵で東北東進中、航海

士Ａが、転針予定場所まで約１Ｍとなった際、５分間もあれば本件作

業を終えることができると思い、海図台で本件作業に没頭して転針予

定場所で転針することを失念し、恵比須島南西岸に向かっていること

に気付かずに航行を続けたことから、同島南西岸の岩礁に乗り揚げた

ものと考えられる。 
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原因  本事故は、本船が恵比須島西南西方沖において自動操舵で東北東進

中、航海士Ａが、転針予定場所まで約１Ｍとなった際、５分間もあれ

ば本件作業を終えることができると思い、海図台で本件作業に没頭し

て転針予定場所で転針することを失念し、恵比須島南西岸に向かって

いることに気付かずに航行を続けたため、同島南西岸の岩礁に乗り揚

げたものと考えられる。 

再発防止策 Ａ社は、本事故後、乗組員に対し、各自の業務分担に余裕を持たせ

る体制とし、当直中の見張りに専念するよう指導を行った。 

今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・航海士は、単独で航海当直中、転針予定場所が近い場合は、海図

台で書類整理等の作業を行わないこと。 

・事故発生の際は、速やかに海上保安庁に通報すること。 



 

付図１ 航行経路図 
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付表１ 本船のＧＰＳプロッター記録（抜粋） 

               （プロットの間隔は約２分ごと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※船位は、船橋上方に設置されたＧＰＳアンテナの位置である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船   位 ※ 船   位 ※ 

北  緯 東  経 北  緯 東  経 

(°-′-″) (°-′-″) (°-′-″) (°-′-″) 

34-40-10.3 138-43-22.2 34-35-29.4 138-49-55.7 

34-39-55.1 138-43-34.4 34-35-31.4 138-50-21.1 

34-39-39.8 138-43-46.4 34-35-33.1 138-50-46.6 

34-39-24.7 138-43-58.4 34-35-40.1 138-51-09.9 

34-39-09.4 138-44-10.7 34-35-49.4 138-51-32.2 

34-38-53.9 138-44-22.9 34-35-58.9 138-51-54.3 

34-38-38.2 138-44-34.6 34-36-08.6 138-52-16.4 

34-38-22.4 138-44-46.0 34-36-18.2 138-52-38.1 

34-38-06.5 138-44-57.7 34-36-27.7 138-52-59.8 

34-37-50.9 138-45-09.8 34-36-37.1 138-53-20.8 

34-37-35.2 138-45-22.4 34-36-46.1 138-53-41.6 

34-37-19.9 138-45-35.3 34-36-55.0 138-54-02.5 

34-37-04.4 138-45-48.4 34-37-04.5 138-54-23.3 

34-36-48.9 138-46-01.7 34-37-14.8 138-54-43.4 

34-36-33.4 138-46-14.7 34-37-28.0 138-55-01.0 

34-36-18.8 138-46-29.3 34-37-40.2 138-55-19.7 

34-36-10.6 138-46-50.7 34-37-50.9 138-55-39.7 

34-36-03.6 138-47-13.0 34-38-01.3 138-55-59.0 

34-35-56.3 138-47-35.4 34-38-11.5 138-56-18.4 

34-35-48.8 138-47-57.7 34-38-22.1 138-56-37.5 

34-35-41.3 138-48-20.6 34-38-33.2 138-56-56.0 

34-35-33.5 138-48-43.2 34-38-43.4 138-57-15.5 

34-35-26.1 138-49-05.9 34-38-53.3 138-57-35.5 

34-35-27.5 138-49-30.4 34-39-01.7 138-57-52.0 
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写真１ 本船      写真２ 本船の損傷状況 

  


